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別紙様式第５－１号 

                                                        （日本産業規格Ａ列４番） 

編 修 趣 意 書 

（教育基本法との対照表） 

  

※受理番号 学 校 教 科 種 目 学 年 

103-142 高等学校 数学 数学Ｂ  

※発行者の
番号・略称 

※教科書の 

記号・番号 
※教 科 書 名 

２ 東書 数Ｂ 701 数学Ｂ Advanced 

 

１．編修の基本方針 

 数学は，科学の言葉，世界共通の言語であり，グローバル化する現代社会では，自然科学に限らず，

社会科学や人文科学などあらゆる場面において活用されています。数学を学ぶことは，単に計算や証明

ができるようになることだけでなく，論理的な思考力や，客観的，論理的に物事を説明する力を伸ばす

など，他教科の学習や日常生活においても必要とされる力を養うことでもあります。国際化，情報化，

科学技術の発展がより一層進むと考えられるこれからの社会において，これらの変化に対応するために

生徒が自ら思考，判断，表現する力を育成することは大変重要です。また，主体性や協働性などを身に

付けることも大切であり，数学の学習はその基幹の一つに位置付くと考えます。 

 本教科書は，教育基本法の目的および理念を踏まえ，生徒が，数学の学習を通して上に示すような力

を身に付けられるよう，次の５つのことを目指して編修しました。 

① 数学的活動を軸とした学習展開を行い，数学に興味･関心をもち，主体的，意欲的に学習しようと

する態度を身に付けることができるようにする。 

② 基礎的な知識，技能の習得のための学習手順を大切にし，基本的な概念や原理，法則について理

解を深めることができるようにする。 

③ 学習内容の精選，重点化を図り，効率的に学習を進めることができるようにする。 

④ 論理的な把握の背景にある数学的な感覚を大切にし，事象を数学的に考察し表現できるようにす

る。 

⑤ 数学が，身の回りの問題を解決するための道具として有効に働く場面を提示し，数学の有用性や

よさを感得できるようにする。 

 

２．対照表 

 

図書の構成・内容 特に意を用いた点や特色 該当箇所 

数学を切りひらいた先人た

ち 

・学習内容と関わりの深い数学者を取り上げ，その数学者の

言葉を紹介し，数学が発展してきた様子を学べるようにし

ました。（第 5 号） 

前見返し 

章とびら ・章の内容を学習する前の導入として，これから学習する内

容の歴史やその有用性を取り上げ，数学への関心が高めら

れるように配慮しました。（第 1 号） 

5，51，107 ページ 
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図書の構成・内容 特に意を用いた点や特色 該当箇所 

１章 数列 ・預金に対する利息やローンの返済といった具体的な場面と

ともに複利法を取り上げることで，生活と数学の関わりに

関心をもつことができるよう配慮しました。（第 2 号） 

50 ページ 

 

 

２章 統計的な推測 ・工業製品の性能のばらつきや選挙の投票率といった，日常

や社会の具体的な場面を設定しながら仮説検定を学ぶこと

により，公共や社会において数学が果たしている役割を理

解し，それらの発展に数学を役立てる意識を養えるよう配

慮しました。（第 3 号） 

97-103 ページ 

３章 数学と社会生活 ・潮位の変動の様子を三角関数に近似して説明する活動や，

南極の氷床が溶けた場合の海面の上昇幅を見積もる活動を

取り上げることで，数学を通して自然現象や環境問題に対

する関心を高め，数理的な処理の有用性が感じられるよう

に配慮しました。（第 4 号） 

・感染が拡大する様子や感染症対策の作用を数理的なモデル

に表して考察する活動を通して，公共の精神を養い社会の

形成に参画する意識を高められるよう配慮しました。（第 3

号） 

112-115， 

130-131 ページ 

 

 

 

124-127 ページ 

 

３．上記の記載事項以外に特に意を用いた点や特色 

・ 中学校や数学Ⅰ，数学Ⅱ，数学 A との学習内容とのつながりに配慮し，必要に応じて既習の学習内

容を振り返ったり，学習と既習の学習内容を統合するページを設けたりして，より学習が深められ

るように配慮しました。（学校教育法第 51 条 1 号） 

→ p.39，41，52-55 など 

・ 数学の果たしてきた役割や数学者を紹介することにより，一般的な教養を高めることに加え，専門

的な知識，技術および技能の習得ができるように配慮しました。（学校教育法第 51 条 2 号） 

→ 前見返し①，②，p.5 など 

・ 学習内容を基に，日常生活や一般社会の中での課題解決について考えさせるなど，幅広い視野を養

い，持続可能な社会づくりの担い手を育むように配慮しました。（学校教育法第 51 条 3 号） 

→  p.50，106，112‐127，129‐131 など 

・ 色覚問題の専門家の校閲を受け，全ページにわたって配色やデザインを検証し，カラーユニバーサ

ルデザインに対応しました。 



 

別紙様式第５－２号 
                                                        （日本産業規格Ａ列４番） 

編  修  趣  意  書 

（学習指導要領との対照表、配当授業時数表） 
                                                                               

※受理番号 学 校 教 科 種 目 学 年 

103-142 高等学校 数学 数学Ｂ  

※発行者の
番号・略称 

※教科書の 
記号・番号 

※教 科 書 名    

２ 東書 数Ｂ 701 数学Ｂ Advanced 

 

 

 

本教科書は，学習指導要領に示されている新しい時代の資質・能力を，体系的，発展的かつ効率

的に身に付けられるよう内容を構成しています。予測困難な時代において活躍することができる

「自ら探究できる生徒」を育む教科書を目指して編集しました。 

 

 

特色１ 数学的に考える資質・能力を育むための構成の工夫 

 

① 学びの基盤となる知識・技能の理解を大切にしています           

◆学習を進める前提となる知識・技能をしっかりと身に付けられるよう，本教科書ではできるだ

け平易な表現を使用し，文意が正しく伝わるよう心掛けました。また，必要な例題や問題を過

不足なく取り上げ，それらをスモールステップになるよう配置することで，学習内容を確実に

理解できるよう配慮しています。 

◆主に節や項の始めに，これから学習する内容と既習との関連を積極的に示しました。学びのつ

ながりを意識することで，学習内容の理解と主体的に取り組む意欲を促します。 

[例] p.52 

 

 

 

 

 

 

 

② 思考力,判断力,表現力を養う問題と「問いかけ」を充実させました  

◆各節の節末にある『問題』では，思考力や表現力の伸長を意識し，誤答の分析や方法の説明と

いった新しい傾向の問題を 1 題ずつ取り上げました。これらの問題に取り組むことで，節の学

習内容についてより深く理解できます。 

[例] p.29 

 

 

 

 

１．編修上特に意を用いた点や特色 



 

◆特に思考力や判断力を求められる例題では，問題文と解の間に，解決のための着眼点や発想を

示した『方針』を設けました。『方針』は，働かせたい思考や判断のモデルであると同時に，

生徒の考えを引き出すための補助発問であると位置付け，問いかける形式で表現しています。  

[例] p.16 

 

 

 

 

 

 また，本文中でも，生徒に立ち止まって考えて欲しい箇所を問いかける形式で表現しています。 

教科書との対話を通して，生徒自らが学びを深めていくことができます。 

 

 

③ 数学的活動を意識した『探究』と『活用』で深い学びを実現します  

◆その節で学習した内容について，条件を変えたり，より一般的に考えたりして，新たな問題を

見いだし考察を深めていく『探究』のコーナーを節末に設けました。 

本コーナーは，数学的活動における【数学の世界】のサイクルを意識した構成となっており，

数学を探究的に考察していくための手がかりとして視点を示しています。本コーナーの活動を

通して，学習内容に対する深い学びを実現するとともに，生徒の探究する姿勢を培います。 

                           [例] p.30 

                               

 数学的活動のサイクル  

                            ※学習指導要領解説を参考に作成 

■数学の事象（既習の内容） 

                               

                       

 

 

 

 

  

■数学的に表現した問題（視点）                               

                             

   

                             

                            ■焦点化した問題（考察） 

                             

                                                  

   

■統合・発展（次のサイクルへ） 

 

 

 

 



 

◆各章の章末に設けた『活用』のコーナーでは，章で学習したことを利用して，日常や社会の事

象について考察します。本コーナーは，数学的活動における【現実の世界】のサイクルに相当

し，数学を日常や社会の問題に活かすことを，活動を通して学びます。 

[例]p.106 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 本教科書で取り上げている『探究』『活用』一覧  
１章 探究 �� � ���� � �� を利用した数列の和の求め方 p.30 

１章 探究 数列の漸化式の様々な見方 p.42 

１章 活用 複利法とローンの返済 p.50 

２章 活用 世論調査と支持率 p.106 

 

 

④ 数学の学びを貫く「見方・考え方」で汎用的な力を養います     

◆本教科書における学習の統合として，巻末に『問題を解くときに働く見方・考え方』コーナー

を設けました。複数の問題や証明に共通した，それらを考える際の発想やアプローチについて，

具体的な学習内容を振り返りながらまとめています。見方や考え方を具体的に示すことで，今

後の学習においても，個々の問題や領域を横断する視点をもって取り組むことができます。 

 

本教科書で取り上げている見方・考え方 

       「具体的に調べて考える」（p.137-139） 

[例] p.137 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

      特色２ 学習を助ける造本の工夫 

 

(1) ユニバーサルデザインへの対応 

配色 … 色覚特性に配慮した色の組み合わせを使用しています。また，全体的に使用する色数

を抑えながらも，図や式などの重要な部分には理解を助けるよう効果的に色を用いる

ことで，見やすさと分かりやすさを両立しためりはりのある紙面を実現しました。 

文字 … 小見出しや例題タイトルなどにユニバーサルデザインに配慮したＵＤ書体を採用し，

視認性を向上させました。 
  

(2) 教育のＩＣＴ化に伴う取り組み 

のマークがあるところでは，インターネット上 

のデジタルコンテンツを使用した学習ができます。 

例えば，グラフ作成ツールを利用して式とグラフの 

関係を考察したり，統計ツールを用いて複数の種類 

のデータを分析したりすることができます。 

デジタルコンテンツを活用することで，学習内容の 

理解の促進と，より活発な学習活動が期待できます。 

（コンテンツ一覧 p.153） 
  

(3) 主体的な学習への仕掛け 

内容の関連がある問題の存在を示すリンクマークを付けることで，本文を学習した後に，関連

する『問題』（節末），『練習問題』（章末）と段階的に難易度の高い問題に取り組むことが

できるようにしました。また，本文の内容と関連した『参考』や『発展』,『探究』の存在を

示すリンクマークを付け，主体的に学習に取り組めるように配慮しました。 
  

(4) グローバル化への対応 

多様な背景をもつ生徒の増加や，生徒の進路の多様化に伴い，主な数学用語については英語に

よる表現を掲載しました。（p.150-151） 

 

 

 

      特色３ 各章の具体的な学習内容の工夫 

 

 １章 数列  

・自然数の累乗の和や分数列の和など，さまざまな数列 ��	
 の和 ∑ ��
	
���  を求める場面では，

同様の図を設け，� � ���� � �� を満たす �� を見つけることが共通して重要であることが

理解できるように工夫しました。さらに節末の『探究』では，このことを一般的にまとめ，さ

らに考察を深める題材を扱っています。（p.20-21, 26, 30） 

・�	�� � ��	 � � の形の漸化式の解法を扱う場面では，解法の背景にある考え方をしっかりと

理解できるよう，具体例から導入し，一般の場合にもそのまま拡張する流れで展開しています。

さらに節末の『探究』で，これまで学んできた知識・技能を用いて他の解法を考察することに

より，より発展的な場面にも応用することができるようにしました。(p.33-34, 42) 

・数学的帰納法による証明を扱う場面では，多面的な考察を展開することができるよう，他の証

明方法についての記述を充実させました。(p.37, 39) 

 ２章 統計的な推測  

・１節では，学習の系統を意識するために中学校の「標本調査」，数学Ⅰ「仮説検定の考え方」，

数学Ａ「反復試行の確率」等の関連する既習を想起させつつ，本章の目標のひとつである検定，

推定の考え方に触れ，章全体の見通しを持つことができるようにしました。（p.52-55） 



 

・理解が難しい「標本平均の分布」は，具体例を挙げた上で一般化して示すなど，記述を丁寧に

して生徒が読んで分かるよう工夫しました。（p.87-89） 

・「仮説検定」では，母平均，母比率の検定，および片側検定，両側検定を取り上げ，身近な具

体例を交えながら記述を充実させました。また，節末の問題では，検定における過誤の問題も

取り上げています。（p.97-103） 

 ３章 数学と社会生活  

・問題解決の意義や数学の有用性が感じられるよう，多くの題材は実際のデータを取り上げて考

察をしています。（3 章全体） 

・現実の事象と数学を橋渡すものとして，現実の事象の変化の様子をグラフや散布図で視覚的に

表現することを重視しています。また，そのために情報機器を積極的に利用するようにしまし

た。（3 章全体） 

・数学的モデルを用いた問題解決のケーススタディとして，各題材で次の展開を意識しています。 

 ①現実の事象の構造や振る舞いの特徴をつかみ，それを数学的に記述する（定式化） 

 ②モデルが事象を説明できているか確かめ，場合によっては修正する（適用，評価） 

 ③モデルを用いて問題を解決する（解決） 

 ④過程を振り返ってより考察を深める，または他のケースに転用する（批判的考察，応用） 

 （3 章全体） 

   

 

 

図書の構成・内容 学習指導要領の内容 該当箇所 配当時数 

１章 数列 内容(1)ア(ｱ) 

内容(1)ア(ｲ) 

内容(1)ア(ｳ) 

内容(1)ア(ｴ) 

内容(1)イ(ｱ) 

内容(1)イ(ｲ) 

内容(1)イ(ｳ) 

p.8-18 

p.6-7,19-28 

p.31-35 

p.36-40 

p.6-28 

p.35,43,48,50 

p.37,39 

35 

２章 統計的な推測 内容(2)ア(ｱ) 

内容(2)ア(ｲ) 

内容(2)ア(ｳ) 

内容(2)ア(ｴ) 

内容(2)イ(ｱ) 

内容(2)イ(ｲ) 

p.52-56 

p.57-71 

p.72-85 

p.86-103 

p.72-85 

p.95,106 

35 

３章 数学と社会生活 内容(3)ア(ｱ) 

内容(3)ア(ｲ) 

内容(3)イ(ｱ) 

内容(3)イ(ｲ) 

内容(3)イ(ｳ) 

内容(3)イ(ｴ) 

p.108-133 

p.108-133 

p.112-127,129-131 

p.112-127,129-131 

p.115,127 

p.119,123,131 

35 

 計 105 
  

２．対照表 



 

別紙様式第５－３号 
                                                        （日本産業規格Ａ列４番） 

編  修  趣  意  書 

（発展的な学習内容の記述） 
                                                                               

※受理番号 学 校 教 科 種 目 学 年 

103-142 高等学校 数学 数学 B  

※発行者の
番号・略称 

※教科書の 
記号・番号 ※教 科 書 名 

２ 東書 数Ｂ 701 数学Ｂ Advanced 

 

ページ 記   述 類型 
関連する学習指導要領の内容や 

内容の取扱いに示す事項 ページ数 

46-47 3項間の漸化式 2 (1)数列      ア(ウ) 2 

49 連立漸化式 2 (1)数列      ア(ウ) 1 

合 計 3 

 
 
 
（「類型」の分類について） 

１ … 学習指導要領上、隣接した後の学年等の学習内容（隣接した学年等以外の学習内容で 
あっても、当該学年等の学習内容と直接的な系統性があるものを含む）とされている 
内容 

  ２ … 学習指導要領上、どの学年等でも扱うこととされていない内容 
 


